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空
き
地
で
高
齢
化
対
策

ま
ず
、
高
齢
化
と
空
き
家
・

空
き
地
対
策
と
し
て
取
り
組
ん

だ
の
が
、
福
祉
拠
点
の
誘
致
。

そ
れ
に
応
え
て
く
れ
た
の
が
、

「
住
み
な
れ
た
地
域
の
な
か
で
サ

テ
ラ
イ
ト
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
た
い
」
と
考
え
て
い
た

滋
賀
県
社
会
福
祉
事
業
団
で
す
。

建
設
用
地
は
、
地
域
づ
く
り

協
議
会
が
地
権
者
と
交
渉
し
て

空
き
地
を
確
保
。
建
物
に
つ
い

て
は
、
小
林
研
の
設
計
に
よ
り
、

地
域
産
材
を
活
用
し
、
土
間
は

伝
統
工
法
で
田
根
小
学
校
児
童

が
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
平
成
22
年
に
完

成
し
た
小
規
模
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

は
「
さ
く
ら
番
場
」
と
名
づ
け

ら
れ
、
地
域
福
祉
の
拠
点
と
し

て
、
利
用
し
て
い
ま
す
。

空
き
家
の
有
効
活
用

現
在
は
、
小
林
研
を
中
心
に

谷
口
町
の
空
き
家
を
改
修
し
、

学
生
な
ど
若
者
が
集
い
、
と
も

に
地
域
づ
く
り
を
考
え
る
研
究

活
動
拠
点
と
し
て
の
整
備
を
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
池
奥
町
の

空
き
家
は
、
お
試
し
居
住
で
き

る
よ
う
改
修
し
、
受
入
れ
プ
ロ

セ
ス
の
整
備
な
ど
地
方
移
住
の

モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。

今
年
７
月
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
は
、
子
ど
も
達
に
地
域
に

愛
着
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、

Ｍ
Ｉ
Ｔ
と
同
志
社
大
学
の
学
生

と
と
も
に
地
域
再
発
見
の
た
め

の
田
根
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ッ
プ
づ

く
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
夕
方
か
ら
は
、
谷
口

町
の
空
き
家
で
学
生
に
よ
る
研

究
発
表
会
や
交
流
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

発
表
会
で
は
、
Ｍ
Ｉ
Ｔ
の
学

生
に
よ
る
獣
害
対
策
の
ア
イ
デ

ア
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
、
交
流

会
で
は
、
田
根
地
区
の
皆
さ
ん

と
日
本
や
外
国
の
学
生
な
ど
が

入
り
混
じ
り
、
眼
前
に
山
と
田

園
風
景
が
広
が
る
な
か
で
は
見

慣
れ
な
い
国
際
的
な
雰
囲
気
の

中
で
、
田
根
地
区
の
未
来
が
語

ら
れ
ま
し
た
。

田
根
地
区
は
、
14
の
集
落
で

構
成
さ
れ
、
浅
井
三
姉
妹
の
ふ

る
さ
と
小
谷
城
址
東
側
山
麓
に

あ
り
、
小
堀
遠
州
、
片
桐
且
元

な
ど
五
先
賢
と
い
わ
れ
る
五
人

の
賢
者
ゆ
か
り
の
地
で
、
自
然

と
歴
史
が
大
変
豊
か
な
地
域
で

す
。平

成
19
年
３
月
24
日
に
市
内

最
初
の
地
域
づ
く
り
協
議
会
が

設
立
さ
れ
た
の
が
、
こ
の
田
根

地
区
で
す
。
現
在
５
つ
の
部
会

を
組
織
し
て
活
動
さ
れ
て
い
ま

す
。田

根
地
区
の
地
域
課
題
は
、

「
過
疎
化
に
よ
る
空
き
家
・
空
き

地
・
定
住
対
策
、
少
子
高
齢
化

対
策
、
獣
害
対
策
」
と
い
う
、

日
本
の
多
く
の
地
方
集
落
が
直

面
し
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
の

課
題
に
対
し
て
、「
地
域
と
大
学

の
協
働
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
と

い
う
地
区
外
の
若
者
達
と
連
携

し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
取
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。

強
力
な
知
の
パ
ー
ト
ナ
ー

地
域
が
抱
え
る
課
題
に
対
応

し
た
持
続
可
能
な
田
根
地
区
の

未
来
像
を
考
え
よ
う
と
平
成
19

年
か
ら
研
究
活
動
を
続
け
て
い

る
の
が
、
慶
應
義
塾
大
学
　
教

授
　
小
林
博
人
さ
ん
を
中
心
と

す
る
小
林
研
究
会
（
以
下
「
小

林
研
」）
の
学
生
メ
ン
バ
ー
と
、

そ
の
活
動
に
賛
同
し
た
米
国
マ

サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
（
Ｍ

Ｉ
Ｔ
）
の
学
生
メ
ン
バ
ー
。
そ

し
て
、
こ
れ
を
受
け
入
れ
て
と

も
に
考
え
て
い
こ
う
と
積
極
的

に
活
動
を
続
け
る
地
域
づ
く
り

協
議
会
の
皆
さ
ん
。
さ
ら
に
、

人
の
つ
な
が
り
に
よ
り
、
同
志

社
大
学
の
学
生
や
社
会
人
も
参

加
す
る
よ
う
に
な
り
、
ひ
と
ま

わ
り
大
き
な
輪
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
日
本
や
世
界
を
代

表
す
る
大
学
と
連
携
し
た
地
域

づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま

り
ま
し
た
。

「
そ
と
も
の
」
を
受
け
入
れ
る
勇
気

田
根
地
区
・
地
域
づ
く
り
協
議
会
代
表
理
事
の

川
西
章
則
さ
ん
は
、「
う
ち
も
の
（
地
元
の
者
）

は
、
地
域
の
魅
力
を
見
落
と
す
。
そ
れ
を
そ
と
も

の
（
外
部
の
者
）
に
気
づ
か
せ
て
も
ら
う
。
ま
た
、

う
ち
も
の
は
、
そ
と
も
の
の
意
見
に
耳
を
傾
け
る

な
ど
、
そ
と
も
の
を
受
け
入
れ
る
勇
気
を
持
つ
こ

と
も
必
要
。
こ
の
活
動
が
田
根
モ
デ
ル
と
な
り
、

同
じ
悩
み
を
持
つ
地
域
に
発
信
し
て
い
き
た
い
」

と
意
欲
的
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

田根地区地域づくり協議会　体制と部会別活動内容 

会長 
（連合自治会長） 代表理事 

監事 理事 事務局 

理
事
会 

・空き地・空き家 
　活用事業 
 
・高等教育機関等 
　との交流事業 
　大学との協働ワーク 
　ショップ 
 
・情報発信事業 
　種まき通信の発行 
　ホームページ 

福祉保健部会 

・社協との連携事業 
 
・さくら番場との 
　連携事業 
 
・たまり場づくりの 
　推進 
 
・見守り支え合い 
　ネットワーク事業 

安全環境部会 

・不法投棄対策事業 
 
・交通危険か所の改善 
 
・交通指導教室の開催 

体育文化部会 

・五先賢の館との協働 
　事業 
　一日峰行 
 
・体育振興会との協働 
　事業 
　遊ingフェスタ 
 
・公民館との協働事業 
　文化祭 
　カヌー教室 

産業観光部会 

・弧蓬庵を活かした事業 
 
・獣害対策事業 
　猿鉄砲づくり 

運営委員会 

総
会 

総務企画部会 

■マサチューセッツ工科大学　院生

アイラ・ウィンダー さん

田根地区の自然や歴史、地域の皆さんの人柄にほれ込み、６年前から夏に田根地区
の古民家でお世話になっています。今回のワークショップでは、30人ものＭＩＴ学生
や卒業生など田根に連れてきました。今後も交流を深めて、田根のお役に立ちたい。

■慶応義塾大学大学院　政策・メディア研究科

教授 小林　博人さん

田根の地域づくりに対する我々大学の役割は、地元の人に地域づくりにはこうい
うやり方もあるという考え方をお示しする、そとものしかできない発想を気づいて
もらうことだと考えています。また、単に知恵だけを提供するだけではなく、とも
に汗をかき、田根の将来を考えていきたい。

認知症デイサービス事業所さくら番場

川西章則さん

地域づくり協議会の活動事例紹介

そとものが地域を救う
～地域と大学の協働プロジェクト～

田根地区
地域づくり協議会


